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PDE6G PDEG

Retinal rod rhodopsin-sensitive cGMP 3',5'-cyclic phosphodiesterase subunit gamma (GMP-
PDE gamma;EC 3.1.4.35)
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、環状GMPホスホジエステラーゼのγサブユニットをコードします。このγサブユニットは、αおよびβ触媒サブユニットと2つの同一の阻害性γサブユニットから構成されています。この遺伝子は桿体光受容体で発現し、光情報伝達シグナル伝達カスケードにおいて機能します。また、他の様々な組織でも発現しており、c-Srcタンパク質キナーゼおよびGタンパク質共役受容体キナーゼ2を制御することが示されている。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2009年2月],触媒活性：グアノシン3',5'-環状リン酸 + H(2)O = グアノシン5'-リン酸。,機能：視覚信号の伝達および増幅プロセスに関与する。 cGMP-PDE は、脊椎動物の桿体および錐体における G タンパク質を介した光情報伝達のエフェクター分子です。,オンライン情報:Retina International の Scientific Newsletter,類似性:桿体/錐体 cGMP-PDE ガンマサブユニットファミリーに属します。,サブユニット:2 つの触媒鎖 (アルファおよびベータ)、阻害鎖 (ガンマ)、およびデルタ鎖で構成されるオリゴマーです。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

